


















I.研究目的

平成 8年 12月 10 日に行った全体班会議において各研究協力者の研究方針について検討が

行われた。寺尾分担研究者による排卵誘発剤にテーマをしぼった多胎妊娠の予防に関する

研究(排卵誘発剤の望ましい使用方法はどのようなものか)があるため、排卵誘発剤の問題

に限らず、不妊症患者の検査、治療のながれについて研究することとなった。このなかに

は当然排卵誘発剤による治療の問題も含まれるが、それに限らず、初診で来院した不妊症

患者がどのような検査およびそれに続く治療のながれに入って行くのか、またその間にど

のような説明をうけていくのかなど、一般的不妊症治療の現況につき明らかにし、その問

題点を探ることを目的とする。


